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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
延
期
と
な
っ
た
２
０

２
０
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
今
期
、

私
た
ち
青
少
年
委
員
会
（
新
任
10
名
を
含
む
計
57
名
）
は
、
丸

２
ヶ
月
遅
れ
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
期
の
活
動
方
針
と
し
て
、「
地
域
の
青
少
年
が
郷
土
に
愛

着
を
持
ち
、
感
謝
の
気
持
ち
で
お
互
い
を
支
え
合
っ
て
い
く
環

境
づ
く
り
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
青
少
年
委
員
一
同
、
こ
の
活
動

方
針
を
目
指
し
、
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
期
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
、
青
少
年
委
員
会
活
動
も
思
い
ど
お
り
に
は
進
ま
な
い

日
々
が
続
い
て
い
る
状
況
で
す
。
こ
の
事
態
の
中
、
私
た
ち
青

少
年
委
員
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、
知
恵
を
絞
り
合
い
、

新
し
い
形
を
模
索
し
な
が
ら
の
活
動
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
春
、
小
学
校
、
中
学
校
の
新
年
度
開
始
が
遅
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
夏
休
み
期
間
が
短
縮
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
様
々

な
学
校
行
事
が
中
止
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
糧
と
な

る
機
会
や
笑
顔
が
増
え
る
場
面
が
減
っ
て
し
ま
い
、
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
悔
し
さ
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
ま
で
の
日
々
を
耐
え
抜
き
、
再
び

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
寄
り
添
い
な
が
ら
活
動
で
き
る
こ
と
を

願
う
ば
か
り
で
す
。

　

私
た
ち
青
少
年
委
員
は
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
関
係
団
体
と
協

力
し
、
各
委
員
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
得
意
分
野
、
特
技
等
を

活
か
し
な
が
ら
、
青
少
年
が
健
全
に
育
ま
れ
る
地
域
環
境
を
目

指
し
て
積
極
的
に
活
動
し
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
ど
う
ぞ

ご
理
解
、
ご
協
力
、
ご
支
援
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

写真は平成30年江戸川区民まつりでの活動写真写真は平成30年江戸川区民まつりでの活動写真写真は平成30年江戸川区民まつりでの活動写真

　

地
域
の
青
少
年
を
健
や
か
に
育
て
る

た
め
に
、
区
内
17
の
青
少
年
育
成
地
区

委
員
会
の
推
薦
を
う
け
、
江
戸
川
区
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
区
の
非
常
勤
職
員
で
す
。

同
時
に
地
域
の
青
少
年
活
動
を
援
助
す

る
有
志
活
動
家
で
も
あ
り
ま
す
。

　

江
戸
川
区
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
青
少
年

委
員
が
集
ま
り
、
自
主
的
に
青
少
年
委

員
会
を
組
織
し
て
い
ま
す
。

　

青
少
年
委
員
会
で
は
、
月
例
の
定
例

会
や
各
地
区
部
会
（
小
松
川
・
中
央
・

小
岩
・
鹿
骨
・
東
部
・
葛
西
北
・
葛
西

南
）
を
開
催
し
、
ま
た
委
員
各
自
の
研

究
課
題
に
基
づ
い
た
グ
ル
ー
プ
活
動
な

ど
を
通
じ
て
、
委
員
相
互
の
連
絡
や
情

報
交
換
、
研
修
・
各
種
調
査
研
究
を
行

い
、
青
少
年
委
員
と
し
て
の
資
質
の
向

上
に
努
め
、
地
域
に
密
着
し
た
青
少
年

の
育
成
活
動
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
、
活
動
自
粛
の
状
態
の
中
、

新
し
い
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

当
面
は
子
ど
も
た
ち
と
直
接
関
わ
る

活
動
が
行
え
な
い
状
況
で
、
今
期
の

「
青
少
年
委
員
だ
よ
り
」
の
記
事
は
大

き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

次
号
で
は
、
私
た
ち
青
少
年
委
員
が

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
活
動
や
培
っ
て

き
た
研
究
か
ら
、
青
少
年
育
成
活
動
を

行
っ
て
い
る
方
々
へ
、
少
し
で
も
役
に

立
つ
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

広
報
部
一
同

◆活動方針◆
　江戸川区青少年委員会は地域の青少年が郷土に愛着を持ち、感
謝の気持ちでお互いを支えあっていく環境づくりを目指していき
ます。そのためには委員一人ひとりが地域での活動において持て
る力を発揮し、家庭・学校・青少年育成地区委員会・行政と緊密
に連携していくことが大切です。地域の未来を担う青少年と正面
から向き合い、より良いかたちで青少年が前進していけるよう、
すべての青少年教育機関及び関係諸団体と協力して青少年育成活
動を進めていくことを基本方針とします。

◆◆◆重点目標◆◆◆
○青少年が地域に愛着を持ち、次代の地域社会を担う人材となる
よう、多様な活動機会や場作りに積極的にかかわり、地域活動
に貢献できるように支援します。

○学校及び青少年の拠点となる施設がより豊かな子どもたちの成
長の場となるよう、そのさらなる充実に向けて必要な活動を行
います。

○青少年育成地区委員会との連携を図りながら協力し合い、その
中核として地域諸団体等への情報発信に努め、より効果的な健
全育成活動を進めることができる環境を整備します。

○委員活動を推進するために研究グループ活動を充実させ、より
実践的な研修等を行い、自らの資質の向上を図ります。
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青少年育成
氏　名

地区委員会

小松川地区部会（7名）

村上則俊
小松川平井

笠松志保
小松川平井

塚原久美子
小松川平井

内藤良明
小松川平井

林　義弘
小松川平井

山下真人
小松川平井

北村　守
小松川平井

小岩地区部会（8名）

皆川千香子
小岩中部

吉国勝之助
北小岩

中川　隆
小岩中部

加藤直樹
西小岩

秋葉誠二
北小岩

金子清子
南小岩

石川アサ
北小岩

上島幹子
南小岩

鹿骨地区部会（6名）

大和田靜枝
鹿　本

我妻春美
京　葉

渡邉浩太郎
鹿　本

笠井雅世
京　葉

井上　功
鹿　本

髙梨芳明
京　葉

東部地区部会（8名）

横井由美
瑞　江

鷲尾　斎
篠　崎

萩原佐智子
瑞　江

相川美智子
篠　崎

大橋一成
瑞　江

塚原安希津
瑞　江

小林智夫
篠　崎

葛西北地区部会（9名）

善茂作和弘
葛　西

鈴木和子
葛西第一

山田通久
葛　西

森口安子
葛西第一

山本貞一
葛　西

米川和則
葛西第一

佐藤晃嘉
葛西第一

片岡　昇
葛西第一

岩田光輝
瑞　江

岡田はるな
葛西第一

葛西南地区部会（8名）

高橋哲也
葛西第二

川島英夫
葛西第二

山本祐子
葛西第二

髙原賢一
葛西第二

木下眞理子
葛西第二

石川祐成
葛西第二

安次富宏行
葛西第二

三木佳代
葛西第二

中央地区部会（11名）

竹内由美子
松江南

鈴木益男
松江北

山村ユカリ
一之江

鈴木洋子
松江南

大越義雄
松江北

安田誠一
松江南

廣木米子
西小松川

斉田　治
松江北

関　清孝
西小松川

早川幹夫
松江北

岩楯英子
一之江

中央地区部会

鹿骨地区部会

東部地区部会

小岩地区部会

小松川地区部会

葛西北地区部会

葛西南地区部会
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区
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
区
の
非
常
勤
職
員
で
す
。

同
時
に
地
域
の
青
少
年
活
動
を
援
助
す

る
有
志
活
動
家
で
も
あ
り
ま
す
。

　

江
戸
川
区
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
青
少
年

委
員
が
集
ま
り
、
自
主
的
に
青
少
年
委

員
会
を
組
織
し
て
い
ま
す
。

　

青
少
年
委
員
会
で
は
、
月
例
の
定
例

会
や
各
地
区
部
会
（
小
松
川
・
中
央
・

小
岩
・
鹿
骨
・
東
部
・
葛
西
北
・
葛
西

南
）
を
開
催
し
、
ま
た
委
員
各
自
の
研

究
課
題
に
基
づ
い
た
グ
ル
ー
プ
活
動
な

ど
を
通
じ
て
、
委
員
相
互
の
連
絡
や
情

報
交
換
、
研
修
・
各
種
調
査
研
究
を
行

い
、
青
少
年
委
員
と
し
て
の
資
質
の
向

上
に
努
め
、
地
域
に
密
着
し
た
青
少
年

の
育
成
活
動
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
、
活
動
自
粛
の
状
態
の
中
、

新
し
い
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

当
面
は
子
ど
も
た
ち
と
直
接
関
わ
る

活
動
が
行
え
な
い
状
況
で
、
今
期
の

「
青
少
年
委
員
だ
よ
り
」
の
記
事
は
大

き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

次
号
で
は
、
私
た
ち
青
少
年
委
員
が

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
活
動
や
培
っ
て

き
た
研
究
か
ら
、
青
少
年
育
成
活
動
を

行
っ
て
い
る
方
々
へ
、
少
し
で
も
役
に

立
つ
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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報
部
一
同

◆活動方針◆
　江戸川区青少年委員会は地域の青少年が郷土に愛着を持ち、感
謝の気持ちでお互いを支えあっていく環境づくりを目指していき
ます。そのためには委員一人ひとりが地域での活動において持て
る力を発揮し、家庭・学校・青少年育成地区委員会・行政と緊密
に連携していくことが大切です。地域の未来を担う青少年と正面
から向き合い、より良いかたちで青少年が前進していけるよう、
すべての青少年教育機関及び関係諸団体と協力して青少年育成活
動を進めていくことを基本方針とします。

◆◆◆重点目標◆◆◆
○青少年が地域に愛着を持ち、次代の地域社会を担う人材となる
よう、多様な活動機会や場作りに積極的にかかわり、地域活動
に貢献できるように支援します。

○学校及び青少年の拠点となる施設がより豊かな子どもたちの成
長の場となるよう、そのさらなる充実に向けて必要な活動を行
います。

○青少年育成地区委員会との連携を図りながら協力し合い、その
中核として地域諸団体等への情報発信に努め、より効果的な健
全育成活動を進めることができる環境を整備します。

○委員活動を推進するために研究グループ活動を充実させ、より
実践的な研修等を行い、自らの資質の向上を図ります。
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